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普 及 教 育 の 方 法
普及教育は校外教育 ともよばれ Eに農村人 を対象 に､農

兼と家政の分野の向上 を目的 として行 われる教育事業であ

る｡沓通の･1;'=柁教育 と異 なる!.I.･'Jま (D特定の教室 とい うの

がない (む年令 に制限がか ､ くさ誰 でもJi:習者になれ る

④ あ くまでもrjF_的で弟符的 な規;[･lJがないなどである｡

このように椎 々の発作の異 なった人々を対象 とす る赦青

は決 してなまや さしいものではない｡したがって種 々の普

及教育の方法が用いられる｡

普及教育の)JfLはよく絹品の販売術 になぞらえられ る.

そJJLは手早及ilは7イデ ィアを売 るとい う仕郡の性質か L,き

たものである｡ そLて秀れたセールスマ ンの細.i-,T,やサー ビ

スの販売術 は普及貝にも共通するからである｡即 ち物或 い

は如旅 ･技術 を売 るためには応度の技術 と種 々の方法 (辛

段 )が要求 され る. またこれ らの売込みはijtLて強制 Lて

はならず､あ くまでもfHT･.の白に性 を寺前 してかか らねば

な らない｡

しか し､nJ･相 の目的は根本ll'･)(:異 なっている.即 ち､セー

ルスマ ンは｢1己の利l丘をLl的 とするが､音字及Llの甥 合は公

度の変化を′F_じせ しめるのがLlrT'･)である｡

普及JjはのFl日､D､又は普及技術 は直接 に仕事の能率 に

影やする｡ これは指導者が普及f:)であろ うと､専門技術 員

であろ うと､まTrT=習者が農業者であろ うと主婦 であろ う

と､或 いは少年少女であろ うとすべてに共通す るものであ

る｡適 UJな普及Jfl上又は教材 をiiiぶ とい うことは決 して簡

単ではな い｡･好及JJ-rLの研究は鞘及計 両 を推進 Lてい (上

に虫安である｡畑 で鍬 を握 る農共著､家で.家族 の生計 をみ

るIt蹄は種 々な希望や興味 をもっているofJi'等は教育程度 ､

年令､性格､学習反応 などの!∴もで種々と差 があ り､また､

架施 中の普及計1由りよ多岐 にわた-,ているか らであるO

では普及計画 を推進 してい くために川い られる普及方法

にはどんなのがあるかそれを分類 し､実施 の方法について

例 をあげて述べてみよう｡

普及方法はいくつかの異 なったものに分類 され るが､こ

こでは対象人数と形式による二つの分類は を取扱 うことに

する｡

A 対 象 人数 に よ る分類

(D 個 人対象 :

農場 および一家庭訪問
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フランネルボー ド
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B 形 式 に よ る分 類
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新聞

霊

農家を訪問し 家庭薬匠=二ついて主婦と許す生捕改良普及員 (手前)
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フランネルボー ド

その他

戯瑚及び家庭訪問は種 々の目的によく用いられ る普及方

法の一つである｡ 農場又は家庭の関越t:ついて助言 して

もらうために相手の要請に応 じて行 う時 もあれば､普及計

ll軸 二よ りこちらから穏極的II出かけて行く訪問 もあるO ま

た普及油虫わの協力者 を求めて行 う場合もある｡

農機及び'家庭訪問は非?j･L.'に効果的な普及JJ'はであるばか

りでな く､普及率薬に欠 く節のできない対人関係 を樹立 し､

また､マスコ ミの機会に恵 まJJLない人々に接近す るカi去で

もある｡

農業省､:t婦､4HメンバーのiiL地 からすれば､普及員

による訪問は､ji一際的問題解決の助言 を求める機会であ り､

沓及n側 からすれば､日頃指導 している串柄 がrR;降雨にマ

ノチ しているかどうかを見届ける機会である｡

訪問によって得た情報は普及捕劫の基礎資料であ り普及

計画の骨子 と しての役割 を果すので整印 してお く必要があ

る｡

農機及び家庭訪問は非常に効果的な普及方法であるが､

普及貝にとつては時間的t:不経揃である.持t:琉球 におい

ては農改普及員は殆 んビオ- トパイの機血相ブ化が実現 して

閉域はなし､が､生改普及員は大方がバスに頼 っているので

活動 も自ら規制 されるであろ う｡ ちなみ(:年間の訪問回数

を琉球 と米国 とを比較すると琉球では農孜の 71回に対 し

生改は約50回である.米国では農改の 8(刀回に対 し生改は

その約半数である｡琉球の普及員の訪問回数が比較的少 な

(8)

いとい うのは泊動不足 とい う訳ではなく､グループ指導､

或 いはその他の方法に重点 をおき､更 に前述の不十分な機

動 力のためであろ うと考えられる｡

※ 農場及び家庭訪問の実施の要点

A 訪問の目的

① 農.暢及び家庭の実態 を把握する｡

(参指導助言する｡

(診他の方法で揺することので きか ､人々に普及中英を

認識せ Lめる｡

(彰リーダー､演示者､その他の協力者の選出に協力す

る｡

⑤対人関係 を強化促進する｡

(む普及団体の強化をはかる｡

B 言方問の計画

①訪問先に以前にも行ったfJiがないかを調べ る｡

(彰必嬰な専I!り郡項 を準備するO

③時間とTt用を節約するために部落にわけるスケジュ

ールをつ くる｡

@各家庭の実情に応 L:た問趨解決のJJ-tZ'を考える｡

C 訪問の実施

①愛想 よく､親切であること｡

(参相互の.諒志の疎通に努める｡

③興味 をもたせ､実行志欲 を起 こせ Lめる｡

④専門的なサー ビスをする｡

(9訪問先tInJl碓 な訪問El的の印象 を与 える｡

(参相互の時FuFJの節約 をはかる｡

D 訪問結果の吉己緑

①解放所の/了別'it'庭安覧 に口付 ､訪問[l的､サー ビス

TJiJnL 追求指主等の必要のイ(.1.1!.与などをn?己す ｡

(彰計llfFlにもれたのはないか締 める｡

E 追求指導

(丑 利川‖r能 な普及冊 (-を送 ってやるo

② メイリングリス トに加 えてやるo

(参1.)TL及71占劫の催 しに参加Iをよびかけるo

④必嬰と認めたら更 に訪問する｡

Li･後に参 々のために記 したいのは役場及び家庭三方関は欠

.･:.}1.もあるとい う串である.それは前にも多少ふれたよ うに

普及Ljの時間をとりす ぎる.訪問時閃､時期 がfrけ の側か

ら7;L;に好都合ではない｡心蛸 として進歩的 な家庭 に立寄 り

が ちだが､沓及fIlの訪問を受けるとい う叫はどこの,ii'庭(:

も一種のプライ ドであるのでその両 も考慮する価値は十分

にあるo (舌 謝 瑞 幸)


